
新時代の

ナレッジマネジメントの

実践手法の提案

見えないデータを活用する分科会
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見えないデータの活用
分科会（デー活）とは



営業活動においての受注確度は？

最適な人材配置は？

効率的な生産方式とは？

宅配の再配達を無くすには？

企業活動での見えないデータとは



ナレッジマネジメントとは

蓄積されたノウハウ マニュアルを共有

（見えないデータ） （見える化）

生産性向上

知識を共有して活用することで、
また新たな知識を創造しながら経営を実践すること



ナレッジマネジメントとは

蓄積されたノウハウ マニュアルを共有

（見えないデータ） （見える化）

生産性向上

暗黙知 形式知

知識を共有して活用することで、
また新たな知識を創造しながら経営を実践すること



暗黙知を活用した事例

引用：Mizuno 『BLAST BASEBALL』
https://www.mizuno.jp/baseball/products/BLAST/

DX
（デジタルトランスフォーメーション）

https://www.mizuno.jp/baseball/products/BLAST/


DXの取り組み状況

45% 71%

引用：『DX白書2021』DXへの
取組状況

※IPA 情報処理推進機構より



DXの取り組みが進まない背景

データ利活用の方針や
文化がない

データを収集する
仕組みがない

データ管理システムが
整備されていない

人材の確保が難しい

経営層のデータ利活用
への理解がない

リーダーがデータ利活用に
対する方針を示せていない

IT部門が最新のデータ
関連技術に対応できない

関係者を巻き込んだ活動
の推進ができていない

引用：『DX白書2021』DXへの取組状況 ※IPA 情報処理推進機構より



本分科会の想い

本分科会のテーマである「見えないデータを活用する」の
最終的なゴールを、ナレッジマネジメントの実践によるDX
の実現、イノベーションの創出とした上で、まずはそれを
実現するための土台作りが必要であるという結論に達した。

・『暗黙知』の活用を実践する文化
・方針／仕組み／人といった課題の解決
・ナレッジマネジメントの実践

土台に必要な要素とは？？？



こんなことにお悩みの皆様へ

メンバー全員で知恵を出し、プロジェクトを進めたい
“

“
“
“ リモートワークの機会が増え、指導が難しい

“
“DX推進のため、組織風土に変化をもたらせたい

そんなあなたに、最適なナレッジマネジメント
の実践手法をご紹介致します！



新時代のナレッジマネジメントに

必要なポイント

※ログインパスワードは「D-katsu」です。
※公開期限は、2023/02/03 までとなります。



新時代のナレッジマネジメントに

必要なポイント

01

02

03

04

メンバー全員と共通した達成すべき
目的の設定を行うこと

場を創出すること

ICTツールを巧みに活用すること

※ログインパスワードは
「D-katsu」です。
※公開期限は、2023/02/03
までとなります。



ごくごく普通のことを言っているだけでは？？

そんなの知ってるよ！

今までやってきてますけど？

でも皆さん、上手く行ってますか？？

？

※ログインパスワードは
「D-katsu」です。
※公開期限は、2023/02/03
までとなります。
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04

メンバー全員と共通した達成すべき
目的の設定を行うこと

場を創出すること

ICTツールを巧みに活用すること

SECIモデルを業務プロセスに組み込み
実践すること
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※公開期限は、2023/02/03
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SECIモデルの理論



SECIモデルとは？

組織的に知識を生み出すためのプロセスを表したもの

①同じ体験を通して暗黙知
を共有する

共同化（Socialization）

②共有された暗黙知を形式
知化する

表出化（Externalization）

③形式知同士を組み合わせ
て新しい知識体系を作る

連結化（Combination）
④新しい形式知を獲得して
新しい暗黙知が生み出される

内面化（Internalization）



SECIモデルとは？

旅行おすすめスポット

①福岡の旅行スポットに
ついて皆で話しあった

共同化（Socialization）

②皆のおすすめスポット
をメモにまとめてみた

表出化（Externalization）

③まとめたおすすめスポッ
トをブログにしてみた

連結化（Combination）

④ブログに反響があり、ほか
にも発信するツールがないか
という気づきが生まれる

内面化（Internalization）



暗黙知を活用した成功事例

をSECIモデルに当てはめてみた



暗黙知を活用した成功事例
世界一のトースター開発（BALMUDA社）

引用： BALMUDA HP
https://www.balmuda.com/jp/



開発に至る経緯

①17歳のスペイン放浪時、
ロンダの町で食べたパンに感動。

②土砂降りの中決行したBBQで
食べたパンに感動、スペインの
体験を思い出す。

世界一のトーストが焼けるトースター開発を決意！！

③このパンを完璧に再現できれば世界一のトーストが焼ける！



①メンバーの体験を包み隠さず
（臆することなく）共有し、
トーストの味に関連しそうな
要素を洗い出した。

成功事例をSECIモデルに当てはめてみた
共同化（Socialization）

②開発メンバーの経験・体験を
具体的な施策に落とし込んだ。
例）雨が降っていた → 水分を
加えるとよい

表出化（Externalization）

③世界一のトーストを焼くため
「条件（=構成要素）」と「最
適な組み合わせ方（=結合バラ
ンス）」を追求した。

連結化（Combination）
④検証結果と課題を確認した。
（現在地を明確にした）

内面化（Internalization）



①メンバーの体験を包み隠さず
（臆することなく）共有し、
トーストの味に関連しそうな
要素を洗い出した。

成功事例をSECIモデルに当てはめてみた
共同化（Socialization）

②開発メンバーの経験・体験を
具体的な施策に落とし込んだ。
例）雨が降っていた → 水分を
加えるとよい

表出化（Externalization）

③世界一のトーストを焼くため
「条件（=構成要素）」と「最
適な組み合わせ方（=結合バラ
ンス）」を追求した。

連結化（Combination）
④検証結果と課題を確認した。
（現在地を明確にした）

内面化（Internalization）

【共通の目標】
世界一の

トースター開発



分科会のSECIモデル

実践事例



オンライン分科会の悩み

身振りができる
手振りができる
頷きがわかる
表情がわかる
会話の間がとれる

従来の分科会 オンラインの分科会

身振りができない
手振りができない
頷きが少ない
表情がわかりずらい
会話の間がとれない

オンライン環境下で直面した課題をSECIモデルで
どこまで改善できるかを挑戦した！！



SECIモデル実践事例（雰囲気作り編）

①雰囲気づくりための案につい
て、意見を出し合った。

共同化（Socialization）

②案や過去分科会の事例を議事
録にまとめた。

表出化（Externalization）

③テレビ会議の環境でも実践で
きるルールを決めた。
ニックネームで呼び合う
うなずきを多くする

連結化（Combination）
④実践することで、あらたな気
づきが生まれた。
資料を共有すると全員の顔が見
えない。

内面化（Internalization）



SECIモデル実践事例（議論の活性化編）

①議論の内容把握ができるため
の改善案について話し合った。

共同化（Socialization）

②改善案やワークショップを参
考に意見を議事録にまとめた。

表出化（Externalization）

③ツールを使用してみた。
オンラインホワイトボード
ツールMiroを使って、バリュー
グラフを活用した。

連結化（Combination）
④実践することで、あらたな気
づきが生まれた。
意見が活発になると、議事録が
書けない。

内面化（Internalization）



分科会活動を通して
お伝えしたいこと



01 メンバー全員と共通した達成
すべき目的の設定を行うこと

本分科会の共通の目標として、

「メンバー全員の分科会満足度の総和がMaxとなる」
を目指しました。

共通善



①本音で話すための空気作り
自己有用感、安心感や信頼感

(本音で議論、会議中の相槌、ニックネームで呼び合う等)

②時間と空間の共有
感性、感覚、感情の共有

02 場を創出すること

×
〇 皆さんこんな経験

ないですか???



02 場を創出すること

Aさん

Bさん
何て言えば良いのか。
とりあえず、思った
こと伝えよう。

それって、
こういうことじゃ

ないの?

そうそう。
それが言いた
かったんだ。



02 場を創出すること



今回の分科会活動では、全てオンラインでの開催のこともあり、如何に
効率よく、メンバー間での共有と有意義な活動にすることを意識して、
オンラインならではのツールを活用しました。

❶Zoom／レコーディング機能
参加できなかったメンバーに

❸バリューグラフ(フレームワーク）
メンバーの意見・思いを見える化

❹アンケート：Google フォーム
参加満足度、改善要望として活用

❷Miro(オンラインホワイトボード)
発言内容をメンバー全員が確認できる

【主な活用ツール】

03 ICTツールを巧みに活用すること



❶Zoom／レコーディング機能

欠席者が動画を視聴する事で、共同化の補完が可能になり、次の表出化に繋がると
考える。参加してなくても、メンバーの知識・アイデアを得る事ができる。

03 ICTツールを巧みに活用すること

この部分で活用



03 ICTツールを巧みに活用すること

❷Miro(オンラインホワイトボード)とは。。

リモートや対面での会議において、

チームでの共同作業を活性化するホ
ワイトボードアプリです。
個人のリテラシーに関係なく直感的
な使用ができ、コメント機能や付箋
等のビジュアルツールにより膨大な

情報をたった１つのボードに集約可
能です。



03 ICTツールを巧みに活用すること

❸バリューグラフ（フレームワーク)とは。。

製品やサービスの目的や価値（バ
リュー）を構造的に可視化し、アイ
デアの幅を広げるために用いられる
手法ですが、事業領域に対する理解
を広げることにも適用できます。



バリューグラフによる参加目的の明確化（Miro上）

03 ICTツールを巧みに活用すること

分科会メンバーの想い・目的を見えるように書き出し整理することで活動の方向
性・ベクトル合わせに役立った。

❷Miro + ❸バリューグラフ

この部分で活用



❹アンケート：Google フォーム

暗黙知を形式化するための手段、形式知をデータとして保管する方法として、
利用することができた。

「意識・希望調査」のアンケートより抜粋
（分科会をより良くするアイデア）

03 ICTツールを巧みに活用すること

この部分で活用



継続して新たな「暗黙知を探す場」が重要

04 SECIモデルを業務プロセスに組み
込み実践すること

①昼休みの雑談等で他者と知識
の交換を行うプロセス

共同化の場「創発場」

②担当者間のMTGで暗黙知を
形式知に変換する表出化
プロセス

表出化の場「対話場」

③チームや組織でのオンライン
MTGなどで形式知と形式知が
組み合わさる結合化プロセス

連結化の場「システム場」

④普段の仕事場で再び暗黙知
へと変換される内面化プロセス

内面化の場「実践場」



まとめ ～ DX実現の道のり ～

場の創出
共通善を創る

ICTツールの活用

組織文化の
醸成

SECIモデル
の実践

さぁ、新時代の
ナレッジマネジメント

を実践するぞ！

DXの実現

皆さん（ナレッジリーダー）

【持ち物】
・ビジョン
・共通善（=想い）
・ICTツール
・場を創る能力
・リーダーシップ
・etc

ビジョン
(=想い)
ICTツール
場を創る能力
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ
成果報告書!
etc

持ち物リスト



最後に

・コロナ禍で売上昨年対比で95％減

アソビュー株式会社：レジャー施設等の予約チケット販売

コロナ対策のガイドライン
『電子チケット』を導入・入手データの活用

・数ヶ月で232％増

暗黙知 ＝ ダイヤの原石
引用：山野智久「弱者の戦術」ダイヤモンド社 2021年
引用：アソビュー株式会社HP
https://www.asoview.co.jp/

https://www.asoview.co.jp/


ご清聴ありがとうございました


